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スギタマバエの寄生蜂,ス ギ タ マ ヤ ドリ ヒメ

コバ チ の卵 形 成 お よび卵 吸収*

小 林 正 弘

 Oogenesis and oosorption of Tetrastichus sugitamabae 
  Yasumatsu et Yoshii (Hymenoptera, Eulophidae), 

      a parasite of Contarinia inouyei Mani 

           (Diptera, Cecidomyiidae) 

             Masahiro Kobayashi

は じ め に

スギタマヤドリヒメコバチTetrastichussugita〃 η一

baeYasumatsuetYoshiiは スギの新芽を加害する

大害虫スギタマバェContariniainouyeiManiの 幼虫

寄生蜂である.木 寄生蜂は春,夏,秋 と年に3回 発生

する.雌 成虫は寄主 の虫櫻の表面から産卵管を挿入

し,そ の中の寄主幼虫の体内へ1～2個 の卵を産む.

孵化した幼虫は終令までに寄主幼虫を完全に喰いつ く

し,虫 痩の中で蛹化 し,寄 主の初令幼虫の侵入口であ

る虫痩の細い孔か ら羽化して出てくる.

この雌成虫が寄主の虫痩にとまり,産 卵後寄主蜂自

身によつてあけられた産卵孔や寄主幼虫侵入孔に長い

問口をつけている0)が 観察され,い わゆるhost-feed-

ingを 行なうことや卵巣および卵の形態等から,本 寄

生蜂の卵はFlanders(1942)の い うanhydropicな も

のであることがわかる.

また,野 外で採集 した雌成虫を室内で蜂蜜で飼育し

た場合,1カ 月後には平均蔵卵数が半減することから

この寄生蜂は産卵する機会がない場合には卵吸収を行

なう種であることがわかつたのでこれらのことについ

て観察を行なつた.

本 文に入るに先だち,始 終懇篤な御指導を戴いた安

松京三教授,平 嶋義宏助教授 に対し心からお礼申し上

げる.ま た,木 研究を進める上で,い ろいろ御援助を

戴いた教室の方々に厚 く謝意を表する.さ らに,材 料

採集にあたり始終おijヒ話 ドさつた熊本営林局加久藤営

林署の方々に心か らお礼巾し上げる.

なお,木 研究は熊本営林局か ら安松京三教授 に委託

 * Contribution Ser . 2, No. 242, Entomological 
laboratory, Kyushu University.

された 「スギタマヤ ドリヒメコバチの大量生産に関す

る研究」の研究費の一部を充当したものであることを

記し,熊 本営林局当局および同局の吉井宅男技官に深

くお礼を申し上げる.

材 料 お よび 方 法

宮崎県西諸県郡加久藤営林署管内の杉林で採集した

スギタマバエの虫痩のついたスギの枝を教室に持ち帰

り,前ICI31×60cm,後 面40×60cm,奥 行35cm,上

面 ガラス張りのいくつかの昆虫飼育箱に入れ,羽 化し

てガラス面にとまつている寄生蜂を,毎 日数回にわた

り吸虫管で一・頭ずつ試験管におさめた.こ の寄生蜂は

同時に多数羽化するのではな く,毎 日少数あて羽化す

るので,羽 化と同時にこれを採取できた.従 つて,昆

虫飼育箱の中での交尾前の個体を容易に採集すること

ができた.

供試材料のうち,第一【【上代成虫は1964年6月下旬 か

ら7月 上旬にかけて,第 二世代は10月 上旬から中句

にかけて,ま た越冬世代は1965年5月 下旬から6月 上

旬にかけて,そ れぞれ室内で羽化 させたものである.

次に,こ の寄生蜂を市販の蜂蜜で飼育するが,成 虫

の体長が雄1.0～1・2mm,雌1.2～1.5mmと 非常

に小さいために,蜂蜜を直接試験管内壁に塗布すると.

この蜂蜜に成虫が溺れて死ぬことが多いので,そ れを

避けるために,約1×1cmの 薄いポ リエチレンの上

に直径0・5～1.0mmの 大 きさに数カ所滴下し,さ らに

水を噴霧し,それを内径12mm,長 さ120mmの 試験

;iy;:の中央内壁へ水で付fiさ せ,そ の中へ寄生蜂を入れ

て飼育した.

なおこの時,雄 成虫の有無による雌成虫の卵形成へ

の影響を観察するために,雌 雄 一対入れたものと,雌



Fig. 1. Ovarian development of the mated female of Tetrastichus sugitamabae 

    Yasumatsu et Yoshii in the first generation. 

 Full  line  : Mature egg. Broken line : Half-mature egg. Dotted line : Total.

Fig. 2. Ovarian development of the virgin female in the first generation. 

Full line : Mature egg. Broken line : Half-mature egg. Dotted line : Total.



のみ一頭を入れたものの2組 を準備した.こ れを室内

で飼育し,何日 か経過するごとに,孵化 後の経過日数

の同 じ個体を10頭 ずつ取り出し解剖し,交尾個体 お

よび未交尾個体の卵巣の発育状態を観察した.解 剖の

方法はホールスライドに生理食塩水を滴下 し,そ の上

へ生きた雌成虫をのせ,解 剖顕微鏡下 で微針で胸部と

腹部の閥を切断し,注 意深 く卵巣を取り出した.こ の

寄生蜂の卵巣は3対 の卵巣小管から成る.

なお,越 冬世代 については,材 料の採集時期による

ものか,雄 の羽化数が非常に少なかつたので交1し た

ものについては調べ ることが出来なかつた.ま た,解

剖目はその時の材料の関係で決められたので,IHI代 に

よつて解剖した日が異なつている場/*も ある.実 際に

解剖するにあたつてこの寄生蜂の大きさはまちまちで

あり,卵 巣の発育状態もその成虫の人きさよつて異な

つているので,こ れを標準化するために全世代 をとう

して中型の個体のみを解削し,観 察した.

卵巣卵の発育段階は,予備 観察の結果,適 当と思わ

れた次の四段階,す なわち成熟卵,半 成熟卵,長 さ

0.17mm以 上の未成熟卵,0.17mm～0.07mmの 未

成熟卵に分けた.こ れは解剖顕微鏡に取りつけた接眼

マイクロメーターの目盛.ヒで観察する場合に最も分け

やすい長さによるものである.

なお底熟卵は長さ0・22mm～0・24mmで 卵殻に光

沢があり,乳 汗色を呈 している.胸 茂熟卵は形や大き

さは成熟卵と同じであるが,卵殻表面が滑らかでなく,

光沢も乏しい.0.07mm以 上 は卵細胞を含むので記録

を省略 した.

結 果 お よび 考 察

各世代の卵巣卵の発育状態はTables!3に 示 した.

なお,そ のうち産卵および卵吸収に最も関係のある成

熟卵および半成熟卵についてはFigs,15に 示 した.

各 世代とも,羽 化当日 に解剖した結果では,成 熟卵は

全然、形成 され て お らず,そ の 後 次第 に卵 が発 育 して ゆ

くの で,こ の寄 生 蜂 はsynovigenicな 種 に入 る こ とが

わか つ た.従 つ て,こ の 寄 生蜂 に も,羽 化後 卵 巣 卵 が

成 熟 して 産 卵能力 を持 つ まで の 産卵 前期間 が あ るの で

あ るが,こ の 期 間 を各 世 代 に つ いて 観 察 す ると,第 一

世 代 で は交尾 した成 虫 にお い て 羽化 後5日 目に,観察

した10頭 の うち8頭 まで が平均1個 の成 熟 卵 を形 成 し

て い る こ とに な り,成 熟 寸 前 の 半成 熟 卵 は平 均1.6佃

形成 され て い るの で,そ れ まで の羽 化 後4日 間 を この

期 間 と み る こ とが 出来 る(Fig.1;Table/),ま た,

未 交 尾 の成 虫 に お い て も 同 じ結 果 を示 して い る(Fig.

2;Table1).ま た,別 の2世 代 にお い て も,交 尾,

未 交 尾 と もに そ の卵 巣 内の 成 熟 卵数 が羽 化 後5日 前 後

を 境 に して 増 加 の 傾 向1こあ る こ とか ら,や は り これ ら

の世 代 にお い て も羽 化 後4日 間 を 産 卵前期間 とみ て よ

い と思 われ る(Figs.3,4,5;Tables2,3).

つ ぎ に,成 熟 卵 が つ ね に卵 巣 小 管 内 にみ られ る卵 成

熟 期間 す な わ ち産 卵 期間 は世 代に よ つ て 異 な り,ま た

雄 を ・緒 に飼 育 した もの と,そ うで ない もの で も異 な

つ て い る.

第 一世 代 につ い て 観 察 す る と,交 尾 した成 虫 で は,

羽 化後5日 か ら平均1.1個 の成 熟 卵 を 有す る15目 ま で

の11日 間 とみ る こ とが 出 来 る(rig.1).未 交尾 の もの

で は 羽 化 後5日 か ら成 熟卵 数 の 最 も多 くなつ てい る

101-1ま で の6111開 で,交 尾成 虫 よ り5111'x)'n1ミ～1く,蔵 卵

数 もや や少ない(Fig,2).

第 ㌦肚代 で は,交 尾成 虫 で5日 ～20日の16日間,未

交 尾成 虫 で は5～17日 の13日 岡 と考 え られ る.従 つ て

この世 代 で も前 世代 と同 様 に,交 尾 成 虫 の 方 が卵 巣 の

発 育が よ く,羽 化 後10日 目 には す で に10頭 の成 虫す べ

て が平 均1個 の成 熟 卵 を 育 してい る.未 交 尾 の もの で

は,そ の 発 育 が ゆ るや か で,平 均1個 の 成 熟卵 を 有す

るよ うにな るの は羽 化後17日 目で あ る(Figs.3,4),

越 冬世代 の未 交 尾成 虫 にお い て は,羽 化 後5日 ～30

Table 1. Ovarian development of the female Tetrastichus sugitamabae in the first generation.



Fig. 3. Ovarian development of the mated female in the second generation. 

 Full  line  : Mature egg. Broken line : Half-mature egg. Dotted line : Total.

Fig. 4. Ovarian development of the virgin female of the second generation. 

 Full line : Mature egg. Broken line : Half-mature egg. Dotted line : Total



Table 2. Ovarian development of the female Tetrastichns  sugitamabae in the second generation.

Fig. 5. Ovarian development of the virgin female in the overwintering generation. 

   Full line : Mature egg. Broken line : Half-mature egg. Dotted line : Total. 

 Table 3. Ovarian development of the virgin female of Tetrastichns sugitamabae 

        in the overwintering generationn.



日がこの期間にあたると考えられる.し かし,こ の期

間の9回 の観察において平均1個 の成熟卵を有するこ

とは一度もなかつた(Fig.5).

全世代をつうじて産卵期間に卵巣の最も充実してい

るのは第二世代である.ま た,野 外で採集した雌成虫

の成熟卵は2～3個 であり,蜂 蜜飼育にくらべかなり

多い様である.

卵巣卵の再吸収は上述の産卵期間にもおこつている

のであるが,こ の期間においては卵形成と卵の再吸収

のバランスにより雌成虫はつねにい くつかの成熟卵を

卵巣小管内に有している.し かし産卵期間の長い第二

世代,越 冬世代では,そ の間に卵吸収の速度が卵形成

の速度より早 く,そ のために成熟卵の数が一時的に減

少していると思われる時期がみられる(Figs.3,4,

5).

産卵期間以後は卵形成の速度が弱まり,逆 に卵の再

吸収の速度がより早 くなるので,そ の現象が明瞭に観

察される.こ の期間には,成 熟卵および未成熟卵の再

吸収中のものを実際に顕微鏡でよく観察できる.従 つ

て,こ の産卵期間以後を卵吸収期間とみるならば,産

卵期間が短いほど卵吸収期間に入るのが早 くなる.こ

の点から卵吸収期間を観察してみると,第 一世代では

交尾成虫においては,羽 化後16日 か ら,未交尾成虫に

おいては,羽 化後21日 か ら,後者が18日 か らである.

Fig. 6. Ovarian development of Tetrastichus sugitamabae Yasumatsu et Yoshii. 

 A  : Ovary of the day of emergence. B: The fourth day. C: The sixth day. 

D : The tenth day. E : The twenty fifth day. F : Mature egg which is in 

the process of resorption.



同様に,越 冬趾代の未交尾のものでは,羽 化後31口 以

後とみることが出来る.以上 の様に,ど の仙代におい

ても,交 尾成虫の産卵期間が未交尾のものより長く,

蔵卵数が多い.従 つて,卵 吸収期間に入る時期も遅い

ようである.

従つて,こ の寄生蜂においては,雌成虫の卵形成に雄

成虫の存在が何らかの刺激を与えていることが考えら

れる.ま た,世 代による産卵期間の長さのちがいはそ

の成虫の寿命と関係しており,成 虫の寿命が長いほど

産卵期間 も長いようである.第.二 肚代でこの期間が長

いのは上述のような理由によるものと思われる(Fig.

3).

このように,卵 巣卵の成熟期間 すなわち産卵期間が

長いという特徴は,木 寄生蜂の寄主への産耳1寸が非常に

有効に行なわれることを証明している.

摘 要

1.本 寄生蜂はsynovigenicな 種 であり,そ の卵は

anhydropicで ある.

2.産 卵前期胴,卵 成熟川間,卵 吸収期間について

は,世 代別および雌成虫の交尾,未 交尾の別に観察を

行なつた.

3.産 卵前期間は各世代において,交 尾の有無に関

係なく,羽 化後約4日 であつた.

4.卵 成 熟期間はどの世代においても,交 尾した方

が長く,ま た充りこしており,世 代別にみると,第 二世

代が最 も充実していた.従 つて卵成熟期から卵吸収期

に入るのは,交 尾している方が遅かつた.

5.以 上の結果から,雄 の存在が雌の卵形成に何ら

かの刺激を与えているものと考えられる.
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                                      Summary 

   This is the report of my study on the preoviposition period, egg maturation and resorption 
of the ovarian eggs of Tetrastichus sugitamabae Yasumatsu et Yoshii, an important larval parasite 
of Contarinia inouyei Mani. 

   This work was carried out in the laboratory from June of 1964 to May of 1965. 
   The material (twigs of Cryptorneria tree) haboring galls of Contarinia inouyei was collected at 

Iino in Miyazaki Prefecture and kept in the rearing boxes to get the larval parasites in question. 
   The emerged females of the parasite were fed with honey and water in separate vials with 

males or without males. The following results were obtained. 
   The female of this parasite is synovigenic and the egg is anhydropic. 

   The preoviposition period lasts approximateley 4 days after emergence in all generations. 
   In the first generation, the oviposition period is about 11 days in the mated female and 6 days 

in the virgin female. In the second generation, this period is 16 days in the mated female and 13 
days in the virgin female, while 26 days in the virgin female of the overwintering generation. 

   The mean number of the mature and half-mature eggs in the ovary of the mated female is 
more than that found in the virgin female in all generations. In the oviposition period, the mean 
number of the mature eggs is not constant. It seems to be due to a difference of the rate of egg 
maturation and resorption. 

   In mated females rapid resorption occurs from about 16 days after emergence in the first ge-
neration and 21 days in the second generation. In virgin females it occurs from about 11 days in 
the first generation, 18 days in the second generation and 31 days after emergence in the over-
wintering generation.



   The fact that the species has a longer oviposition period has proved the effectiveness of this 

parasite in controlling the larvae of Contarinia inouyei.


